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近衛文麿は、 1922 ［大正 11］年 3 月、東亜同
文会の副会長に就任し、 1936 ［昭和1 11］年 12 月
までの約 15 年近くその職にとどまっている。そ
してその問、副会長のまま 1926 ［大正 15］年 5




そして近衛は、 1936 ［昭和 11］年 12 月より敗
戦後の 1945 年 12 月一東亜同文会が自主解散する
1 ヵ月半前一彼が自決するまで約 9 年間一貫して
同文会会長の職にとどまっている。しかもこの問、
よく知られているように、 3 次にわたって内閣を
組織した。すなわち第 l 次近衛内閣 (1937 ［昭和
12］年 6 月 4 日－1939 ［昭和 14］年 1 月 4 日）、
そしていずれも短期の平沼駿一郎、阿部信行、米
内正光の諸内閣をはさんで、第 2 次近衛内閣 0940
［昭和 15］年 7 月 22 日－1941 ［昭和 16］年 7 月
16 日）と、ひき続いて第 3 次近衛内閣 (1941 ［昭

























時系列的にその最初に来るのは、 1914 ［大正 3]
年以来設けられていた農工科一製品化学科・採鉱
冶金科、 I 学年定員各 30 名ーが、費用のかかる
わりには学生を集められず、 1920 ［大正 9］年 4
月をもって廃止されたことである九















を実現する一方法と考え、 1920 ［大正 9］年 9 月、
同文書院内に「中華学生部j ー予科 1 年・本科
［商務科］ 3 年、 l 学年定員 50 名ーを発足させた。
同文会は同様の目的をもって中国人の中等教育分
野にも進出した。それが 1921 ［大正 10］年設立
の天津同文書院－1926 年、中日学院と改称ーと、




三O事件、 1927 ～ 28 年の日本軍の山東出兵、そ













大きな変化がもたらされた。 1920［大正 9］年 12 月、
翌 21 年入学の 21 期生から、入学期をこれまでの
8 月から 4 月に、そして修学年限をこれまでの 3
年から 4 に延長することが決定された。それと関






























令J 11) をみると、「第 1 条 高等ノ皐術技襲ヲ教
授スル学校…j、「第 3 条私人ハ専門事校ヲ設立
スルコトヲ得J、 f第 5 条」の中学校以上の入学資



























1921 ［大正 10］年 11 月 21 日に、東京府庁を通
じて文部省、外務省に申請をしたところ、翌 22 ［大










えてきた。（1) 1898［明治 31］年 11 月の「規則J、（2)
1899 ［明治 32］年 3/4 月の「会則J、（3) 1899 
［明治 32］年 11 月の「会則J、（4) 1918 ［大正 7]


























































































































その第 l 点は、第 2 条の目的の項で、同文会の
目的があくまでも文化的活動であることを鮮明に










留学し、第 1 次西国寺内閣（1906 ～ 08 年）で文
相、第 2 次西園寺内閣（1911 ～ 12 年）で農商務相、





























いる。たとえば牧野自身、 1918 ［大正 7］年から























文麿は、 1903 ［明治 36］年、学習院初等科を卒業、
中等科に進学するが、その翌年 1904 年、父篤磨
を 42 歳の若きで失った。文麿 12 歳の時であり、
公爵位を世襲した。 1909 ［明治 42］年、彼は試





大学に転学し、 1917 ［大正 6］年に同学を卒業し
た。それより前の 1916 年 10 月から、近衛は公爵
議員（世襲）として貴族院議員になっている。大




翌年 1919 ［大正 8］年に彼は、西国寺公望に従って、
第 1 次世界大戦の結末をつけたパリ講和会議に陪
席した。そして帰国後 3 年を経て、彼は 30 農の
若きで東亜同文会副会長に就任したのである。
第 1 節東車両会副会長としての活動
1922 ［大正 11］年 3 月には、同文会役員内部
ではすでに近衛を副会長にすることで合意してい





































































この近衛副会長時代のうちの 1927 ［昭和 2]
年から 1936 ［昭和 11］年に関して、理事会は、
1927 年 5 回、 28 年 8 回、 29 年 9 回、 30 年 18 回、
31 年 11 回、 32 年 18 園、 33 年 8 回、 34 年 6 回、





評議員会については、同時期の 1927 ～ 36 年間















(1) 1922 ［大正 11］年 12 月、近衛は牧野会長に代
わり開会宣言、大会議長を務める。
(2) 1925 ［大正 14］年 7 月、近衛は会長に代わり
開会宣言を行い、大会議長を務める。
(3) 1927 ［昭和 2］年 12 月、近衛は出席し、副会
長に再々任されている。
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(4) 1928 ［昭和 3］年 6 月、近衛は出席
(5) 1932 ［昭和 7］年 12 月、近衛は会長に代わり
開会宣言を行い、大会議長を務める。
(6) 1933 ［昭和 8］年 12 月、近衛は会長に代わり
開会宣言を行い、大会議長を務める。
(7) 1934 ［昭和 9］年 12 月、近衛は会長に代わり
開会宣言を行い、大会議長を務めている。
(8) 1935 ［昭和 10］年 12 月、近衛の出席が確認、
できる。
























(2) 1927 ［昭和 2］年 4 月 15 日、近衛は出席したが、
訓辞をしたかどうかは不明
(3) 1928 ［昭和 3］年 4 月 16 日、近衛は出席し、
会長牧野についで、同文会副会長として、ま
た「東亜同文書院長として詩々訓示」した。








(6) 1933 ［昭和 8］年 4 月 13 日、近衛は出席し、
副会長としてまず訓辞した。その後外務省文
化事業部長坪上と理事長白岩の訓辞
(7) 1934 ［昭和 9］年 4 月 13 日、近衛は出席し、
副会長としてまず訓辞した。その後外務省文
化事業部長坪上と理事長白岩の訓辞




















1935 ［昭和 10］年 1 月 満州国国務総理戚式毅、
同年 11 月 中国経済使節団呉鼎昌
































1934 ［昭和 9］年 5 月 王揖唐、 例えば 1929 ［昭和 4］年の訓辞のなかで、近衛は、































































































































正 15］年 5 月から 1931 ［昭和 6］年 12 月までの
ほほ5 年半、同文会副会長兼任のまま同文書院長
に就任している。























ら同文書院を訪問している。第 l 回目、 1926 ［大
正 15］年 10 月 17 日－ 25 日、第 2 回目、 1930 ［昭
203 







期間： 1926 ［大正 15］年 14 日－ 23 日
目的：院長就任の挨拶と書院の実地視察





























期間： 1930 ［昭和 5］年 5 月 16 日－ 21 日
主要な目的：同文書院創立三十周年記念式典と根
津一元院長銅像除幕式への参列






























当時の中国情勢は、 1928 年 6 月に北伐が一応


















































11 月 21 日、学生大会を開き、表決（賛成 172、
民対 109）で全学ストに突入した。 それに対し












その結果、この学園紛争は 12 月 2 日には、学
校側は全学生の停学を無条件解除し、学生側は遺
憾の意を表明する形で解決した。当時いわゆる［学






















釈放された。上記 2名も 4 月には釈放されている。
ところが学校側は、この事件をあの全学ストの首
謀者を報復的に処分するための機会として利用し




















1936 ［昭和 11］年 12 月、同文会会長に就任した。
そしてその後は、日本の敗戦後、 GH Qから戦犯




理大臣に就任し、 1937 ［昭和 12］年 6 月 4 日か
ら 1939 ［昭和 14）年 1 月 5 日まで第 l 次内閣を
率いた。その後いずれも短命ではあったが、平沼、
阿部、米内の各内閣の後、 1940 ［昭和 15］年 7
月 22 日から 1941 [I昭和 16］年 7 月 16 日まで第
2 次内聞を、ひき続いて 1941 [II百和 16］年 7 月











第 1 節 東盟問文会内部での会長近衛の役割


























問。そして 12 月 26 日には特別委員会が聞かれ、



























































































































幸い『東亜同文会史昭和編j は、 1937 ［昭和
12］年から 1944 ［昭和 19］年の期間の理事会・
特別委員会の簡潔な報告をまとめている。いまそ
の聞かれた回数のみを記すと、 1937 年、理事会
12 回、特別委員会 5 回、 38 年、理事会 12 回、特
別委員会 2 回、 39 年、理事会 11 回、特別委員会
39 回、 40 年、理事会 13 回、特別委員会 1 回、 41 年、
理事会 8 園、 42 年、理事会 7 園、 43 年、理事会 6 回、
44 年、理事会 2 回、といった状態であった ω。

















































































































































































































が総理I! を辞めた 1939 1: 1 月以後もそうであった。
これはなにを意味するのか。
これは、第 1 章で述べた、 1922 年の寄付行為
に基づく同文会の閉鎖的な機構化に加えて、前述






















1938 ［昭和 18］年から 1943 ［昭和 18］年までの
期間に、 38 年だけは 6 月に、他の年度は 12 月に
開催されたこと、また評議員会については、 1937
［昭和 12］年から 1944 ［昭和 19］年までの期間に、




















































評議員会（1939 ［昭和 14］年 6 月 22 日） ω














































(I) 1937 ｷ ［昭和 12］年 4 月 13 日、近衛、会長と
してまず訓辞、次いで岡田外務省事業部長、
阿部理事長からも訓辞
(2) 1939 ［昭和 14］年 4 月 12 日、近衛、会長とし
てまず語II辞、その後、蜂谷外務省文化事業部
長、阿部理事長訓辞


















1931 年 1 J= 16 日には貴族院副議長になったが、





年 3 月 9 B -1937 年 1 月 23 日）、ついで林銑十





うして 1937 ［昭和 12］年 6 月 4 日、第 I 近衛内
閣が成立した。その構成員は行論と関係するので、
外務大臣だけを挙げておこう。外相は当初、広田
弘毅、 38 年 5 月 26 日からは宇垣一成、同年 9 月
30 日からは近衛が兼任、同年 10 月 22 日からは
有田八郎と目まぐるしくかわった。
しかし組問わずかに 1 ヵ月後に、近衛は大問題
に遭遇する。 7 月 7 日の麓溝橋事件である。当初
彼は、広田とともに事件不拡大・局地収拾方針で
あったが、 7 月 11 日の緊急閣議で陸軍の強要に




ろがあり、これがその第 l の例である ω。 8 月に入
ると、戦火は同文書院の所在する上海にまで広が
り、戦争は全面化し始めた。 9 月 5 日に、近衛は
衆議院において局地収拾を放棄し全面戦争を主張



























過に触れておこう。 1938 年 10 月には漢口、広東
も陥落しこれで中国の主要都市が日本軍の手
中に落ちて国民政府に動揺が生じたので、近衛は

















1939 ［昭和 14］年 1 月、ひとまず総辞職したが、
次の平沼駿一郎内閣のもとでは、在との対応のた
めに無任所相として留まっている 70）。








































































































まず平沼膜一郎内閣（1939 ［昭和 14］年 1 月 5






















































揮された。 1940 年 3 月ょうやく南京に成立した
証兆銘政権にたいして、 4 月 15 日、阿部同文会
理事長は特派全権大使となって送られた。そして
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4 月 23 日には南京に到着し、 8 月までj王との交渉





































1938 年 7 月 11 日、同文会理事会には、理事長
阿部以下、 10 名の理事と 2 名の関係者が出席し
たが、上京した理事大内院長、馬場教頭から説明
を受けたあと、活発な討議を行い、大学の構成は
2 年制の予科 ·3 年制の商学部とする昇格案を理
事会としてほほ決定した 78）。




































































また同文書院は、 1941 ［昭和 16］年 1 月、第 2
次近衛内閣の時、実用的人材を促成的に養成する
ため 3 年制の専門部設置の準備委員会を設けてい




しく増大した 83＼例えば 1920 ［大正 9 年］には、
慶膳、早稲田、明治、法政、中央、日本、国学院、
同志社の 8 専門学校が、正式に大学へ昇格し、そ
の後 1922 ［大正 11］年には同文書院と類似した
性格をもっていた拓殖大学も正式に大学として昇




年 5 月）、同文書院（39 年 12 月）、神宮皇学館（40
年 4 月）、興亜工業（42 年 5 月）、大阪理工科（43
年 3 月）の各大学である。こうして同文書院は戦

































































1940 ［昭和 40］年 5 月 19 日の予科新入生招見
式での訓辞間
これは、阿部内閣の次の米内光政内閣期（1940






















































近衛は、戦争末期、敗戦を予期して、 1945 年 2
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